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(57)【要約】
【課題】初心者でも適切な超音波検査を実施可能にする
。
【解決手段】被検体から得たＥＣＧデータを基に疑わし
い病変部位を推定し、その病変部位を走査するためのプ
ローブの当て方を操作者にガイド表示する。
【効果】疑わしい病変部位を走査するためのプローブの
当て方が操作者にガイドされるため、初心者でも適切な
超音波検査を実施することが出来る。被検体のＥＣＧデ
ータを基に疑わしい病変部位を推定するので、疑わしい
病変部位を初心者でも適切に超音波検査することが出来
る。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
走査対象部位を出力する走査対象部位出力手段と、前記走査対象部位を走査するためのプ
ローブの当て方を操作者にガイドする走査ガイド手段とを具備したことを特徴とする超音
波診断装置。
【請求項２】
請求項１に記載の超音波診断装置において、前記走査ガイド手段は、前記走査対象部位を
走査している状態のプローブの画像を表示することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
請求項１に記載の超音波診断装置において、前記走査ガイド手段は、前記走査対象部位を
走査するために被検体にプローブを当てている画像を表示することを特徴とする超音波診
断装置。
【請求項４】
請求項１から請求項３のいずれかに記載の超音波診断装置において、前記走査対象部位は
、被検体のＥＣＧデータを基に推定した病変部位であることを特徴とする超音波診断装置
。
【請求項５】
請求項４に記載の超音波診断装置において、前記走査対象部位出力手段は、被検体のＥＣ
ＧデータをサーバまたはＥＣＧ検査装置から取得するＥＣＧデータ取得手段と、前記ＥＣ
Ｇデータを解析して病変部位を推定し走査対象部位として出力するＥＣＧデータ解析手段
とを具備してなることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
請求項４に記載の超音波診断装置において、前記走査対象部位出力手段は、被検体のＥＣ
Ｇデータを基にＥＣＧ検査装置で推定した病変部位を前記ＥＣＧ検査装置から取得し走査
対象部位として出力する手段であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
請求項４に記載の超音波診断装置において、前記走査対象部位出力手段は、前記病変部位
をサーバから取得し走査対象部位として出力する手段であることを特徴とする超音波診断
装置。
【請求項８】
請求項４から請求項７のいずれかに記載の超音波診断装置において、前記ＥＣＧデータが
、１２誘導心電図であることを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、さらに詳しくは、初心者でも適切な超音波検査を実
施することが出来る超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、血管走査時のプローブの姿勢の適否をガイド表示する超音波診断装置が知られて
いる（例えば、特許文献１参照。）。
　他方、ＥＣＧ（ＥｌｅｃｔｒｏＣａｒｄｉｏＧｒａｐｈ）データを基に病変部位を推定
する心電図解析装置が知られている（例えば、特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２２９８２３号公報
【特許文献２】国際公開ＷＯ２００４／００４５６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　上記超音波診断装置におけるガイド表示は、血管の中心軸に対して走査面が直交するよ
うガイドするものであり、当該血管を走査している状態にあることが前提となる。
　しかし、当該血管を走査するためにプローブをどのように被検体に当てたらよいかはガ
イドされなかったため、初心者は、当該血管を走査している状態に入る前に操作に困惑し
てしまう問題点があった。
　そこで、本発明の目的は、初心者でも適切な超音波検査を実施することが出来る超音波
診断装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　第１の観点では、本発明は、走査対象部位を出力する走査対象部位出力手段と、前記走
査対象部位を走査するためのプローブの当て方を操作者にガイドする走査ガイド手段とを
具備したことを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第１の観点による超音波診断装置では、走査対象部位を特定すれば、当該走査対象
部位を走査するためのプローブの当て方が操作者にガイドされるため、初心者でも適切な
超音波検査を実施することが出来る。
【０００６】
　第２の観点では、本発明は、前記第１の観点による超音波診断装置において、前記走査
ガイド手段は、前記走査対象部位を走査している状態のプローブの画像を表示することを
特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第２の観点による超音波診断装置では、走査対象部位を特定すれば、当該走査対象
部位を走査している状態のプローブの画像が操作者にガイド表示されるため、初心者でも
適切な超音波検査を実施することが出来る。
【０００７】
　第３の観点では、本発明は、前記第１の観点による超音波診断装置において、前記走査
ガイド手段は、前記走査対象部位を走査するために被検体にプローブを当てている画像を
表示することを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第３の観点による超音波診断装置では、走査対象部位を特定すれば、当該走査対象
部位を走査するために被検体にプローブを当てている画像が操作者にガイド表示されるた
め、初心者でも適切な超音波検査を実施することが出来る。
【０００８】
　第４の観点では、本発明は、前記第１から第３のいずれかの観点による超音波診断装置
において、前記走査対象部位は、被検体のＥＣＧデータを基に推定した病変部位であるこ
とを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第４の観点による超音波診断装置では、被検体のＥＣＧデータを基に推定した病変
部位を走査対象部位として特定するので、疑わしい病変部位を初心者でも適切に超音波検
査することが出来る。
【０００９】
　第５の観点では、本発明は、前記第４の観点による超音波診断装置において、前記走査
対象部位出力手段は、被検体のＥＣＧデータをサーバまたはＥＣＧ検査装置から取得する
ＥＣＧデータ取得手段と、前記ＥＣＧデータを解析して病変部位を推定し走査対象部位と
して出力するＥＣＧデータ解析手段とを具備してなることを特徴とする超音波診断装置を
提供する。
　上記第５の観点による超音波診断装置では、被検体のＥＣＧデータを基に病変部位を推
定し走査対象部位として特定するので、疑わしい病変部位を初心者でも適切に超音波検査
することが出来る。
【００１０】
　第６の観点では、本発明は、前記第４の観点による超音波診断装置において、前記走査
対象部位出力手段は、被検体のＥＣＧデータを基にＥＣＧ検査装置で推定した病変部位を
前記ＥＣＧ検査装置から取得し走査対象部位として出力する手段であることを特徴とする
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超音波診断装置を提供する。
　上記第６の観点による超音波診断装置では、ＥＣＧ検査装置で推定した病変部位を走査
対象部位として特定するので、疑わしい病変部位を初心者でも適切に超音波検査すること
が出来る。
【００１１】
　第７の観点では、本発明は、前記第４の観点による超音波診断装置において、前記走査
対象部位出力手段は、前記病変部位をサーバから取得し走査対象部位として出力する手段
であることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第７の観点による超音波診断装置では、被検体のＥＣＧデータを基に推定した病変
部位を蓄積しているサーバから当該病変部位を取得し走査対象部位として特定するので、
疑わしい病変部位を初心者でも適切に超音波検査することが出来る。
【００１２】
　第８の観点では、本発明は、前記第４から第７のいずれかの観点による超音波診断装置
において、前記ＥＣＧデータが、１２誘導心電図であることを特徴とする超音波診断装置
を提供する。
　上記第８の観点による超音波診断装置では、１２誘導心電図で被検体の病変部位を推定
するので、心臓血管に係る疑わしい病変部位を初心者でも適切に超音波検査することが出
来る。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の超音波診断装置によれば、走査対象部位を特定すれば、当該走査対象部位を走
査するためのプローブの当て方が操作者にガイドされるため、初心者でも適切な超音波検
査を実施することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施例１に係る超音波診断装置の第１の使用例を示す構成説明図である。
【図２】実施例１に係る超音波診断装置による走査ガイド処理を示すフロー図である。
【図３】１２誘導心電図の例示図である。
【図４】１２誘導心電図から抽出した特徴情報の例示図である。
【図５】１２誘導心電図を解析するためのデータベースの例示図である。
【図６】１２誘導心電図を解析した結果の解析データの例示図である。
【図７】ガイド表示画面の第１例を示す模式図である。
【図８】ガイド表示画面の第２例を示す模式図である。
【図９】実施例１に係る超音波診断装置の第２の使用例を示す構成説明図である。
【図１０】実施例２に係る超音波診断装置の第１の使用例を示す構成説明図である。
【図１１】実施例２に係る超音波診断装置の第２の使用例を示す構成説明図である。
【図１２】実施例２に係る超音波診断装置の第２の使用例を示す構成説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図に示す実施の形態により本発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本
発明が限定されるものではない。
【実施例】
【００１６】
－実施例１－
　図１は、実施例１に係る超音波診断装置１０１の第１の使用例を示す構成説明図である
。
　この超音波診断装置１０１は、プローブ４と、ネットワーク２０を介して被検体ＨのＥ
ＣＧデータを取得するＥＣＧデータ取得部３と、取得したＥＣＧデータを解析して病変部
位を推定し該病変部位を走査対象部位として特定した解析データを出力するＥＣＧデータ
解析部２と、解析データで特定された走査対象部位を走査するためのプローブの当て方を
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操作者にガイドする走査ガイド部１とを具備する。
【００１７】
　ネットワーク２０には、超音波診断装置１０１と、ＥＣＧ検査装置１１と、サーバ３０
とが接続されている。
　ＥＣＧ検査装置１１が、被検体ＨのＥＣＧデータを収集してサーバ３０に送信する。
　サーバ３０は、ＥＣＧデータを蓄積する。
【００１８】
　図２は、超音波診断装置１００による走査ガイド処理を示すフロー図である。
　ステップＣ１では、ＥＣＧデータ取得部３は、現被検体ＨのＩＤが設定済みならステッ
プＣ２へ進み、設定済みでないならステップＣ３へ進む。
【００１９】
　ステップＣ２では、ＥＣＧデータ取得部３は、現被検体Ｈを自動的に選択し、ステップ
Ｃ５へ進む。
【００２０】
　ステップＣ３では、ＥＣＧデータ取得部３は、ＥＣＧデータを蓄積している被検体情報
をサーバ３０から取得し、タッチパネルかメインモニタに被検体リストを表示する。
　ステップＣ４では、ＥＣＧデータ取得部３は、被検体リストの中から一人の被検体を操
作者が選択するのを待ち、操作者が選択したならステップＣ５へ進む。
【００２１】
　ステップＣ５では、ＥＣＧデータ取得部３は、選択された被検体ＨのＥＣＧデータをサ
ーバ３０から取得する。
　図３に、ＥＣＧデータを例示する。
　このＥＣＧデータは、１２誘導心電図である。なお、１２誘導心電図は、四肢に取り付
ける肢誘導４本と、胸部に取り付ける胸部誘導６本から得る一般的な心電図である。
【００２２】
　ステップＣ６では、ＥＣＧデータ解析部２は、ＥＣＧデータを解析し、疑われる病変部
位を推定する。
　例えば図３の１２誘導心電図を基にして、図４に示す特徴情報を抽出する。そして、図
５に示す如きデータベースを参照し、疑われる病変部位を推定する。さらに、図６に示す
如き解析データすなわち推定した病変部位を走査対象部位として特定した解析データを出
力する。
【００２３】
　ステップＣ７では、走査ガイド部１は、予め保持している多数のガイド画像の中から特
定された走査対象部位に対応したガイド画像を読み出し、メインモニタに表示する。そし
て、処理を終了する。
　例えば図７に示すように、走査対象部位（ここでは右冠動脈）Ｓを走査している状態の
プローブ４の画像を表示する。
　あるいは図８に示すように、走査対象部位（ここでは右冠動脈）Ｓを走査するために被
検体Ｈにプローブ４を当てている画像を表示する。
【００２４】
　図９は、実施例１に係る超音波診断装置１０１の第２の使用例を示す構成説明図である
。
　超音波診断装置１０１は、ＥＣＧ検査装置１１に直結されている。
　超音波診断装置１０１の動作は、先述した第１の使用例と同様である。
【００２５】
　実施例１の超音波診断装置１０１によれば次の効果が得られる。
（１）特定された走査対象部位Ｓを走査するためのプローブ４の当て方が操作者にガイド
されるため、初心者でも適切な超音波検査を実施することが出来る。
（２）被検体ＨのＥＣＧデータを基に推定した病変部位を走査対象部位として特定するの
で、疑わしい病変部位を初心者でも適切に超音波検査することが出来る。
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【００２６】
－実施例２－
　図１０は、実施例２に係る超音波診断装置１０２の第１の使用例を示す構成説明図であ
る。
　この超音波診断装置１０２は、プローブ４と、ネットワーク２０を介してサーバ４０か
ら解析データを取得する解析データ取得部５と、解析データで特定された走査対象部位を
走査するためのプローブの当て方を操作者にガイドする走査ガイド部１とを具備する。
【００２７】
　ネットワーク２０には、超音波診断装置１０２と、ＥＣＧ検査装置１１と、サーバ４０
とが接続されている。
　ＥＣＧ検査装置１１が、被検体ＨのＥＣＧデータを収集してサーバ４０に送信する。
　サーバ４０は、ＥＣＧデータを蓄積すると共に、内蔵するＥＣＧデータ解析装置でＥＣ
Ｇデータを解析して病変部位を推定し該病変部位を走査対象部位として特定した解析デー
タを超音波診断装置１０２へ送信する。
【００２８】
　図１１は、実施例２に係る超音波診断装置１０２の第２の使用例を示す構成説明図であ
る。
【００２９】
　ネットワーク２０には、超音波診断装置１０２と、ＥＣＧ検査装置１２と、サーバ３０
とが接続されている。
　ＥＣＧ検査装置１２が、被検体ＨのＥＣＧデータを収集してサーバ３０に送信すると共
に、内蔵するＥＣＧデータ解析装置でＥＣＧデータを解析して病変部位を推定し該病変部
位を走査対象部位として特定した解析データをサーバ３０に送信する。
　サーバ３０は、ＥＣＧデータおよび解析データを蓄積する。
【００３０】
　図１２は、実施例２に係る超音波診断装置１０２の第３の使用例を示す構成説明図であ
る。
　超音波診断装置１０２は、ＥＣＧ検査装置１２に直結されている。
　超音波診断装置１０２の動作は、先述した第２の使用例と同様である。
【００３１】
　実施例２の超音波診断装置１０２によれば、超音波診断装置１０２の構成を簡単化でき
る。
【００３２】
－実施例３－
　実施例１，２では、走査対象部位に応じたプローブの当て方のガイド画像を予め用意し
ておいて、走査対象部位に応じたガイド画像を読み出して表示するものとした。
　これに対して、走査対象部位に応じた部位３次元モデルおよび人体３次元モデルを予め
用意しておいて、走査対象部位に応じた部位３次元モデルを読み出して人体３次元モデル
にマッピングし、それを３次元画像化して表示するようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　本発明の超音波診断装置は、初心者でも適切に超音波検査を実施できる装置として利用
できる。
【符号の説明】
【００３４】
　１　　　　　　　　　走査ガイド部
　２　　　　　　　　　ＥＣＧデータ解析部
　３　　　　　　　　　ＥＣＧデータ取得部
　４　　　　　　　　　プローブ
　５　　　　　　　　　解析データ取得部
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　１１，１２　　　　　ＥＣＧ検査装置
　２０　　　　　　　　ネットワーク
　３０，４０　　　　　サーバ
　１０１，１０２　　　超音波診断装置
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